










































































































































種　類 辞　書　名 案外 仮名表記 系　統 推定成立年代
下学集 元和三年板下学集 X ? 該当無し 元和三年板1617
寛文九年増補下学集 × × 該当無し 寛文九年1669
天正十七年増刊下学集 × × 該当無し 天正十七年1589
節用集 伊京集 ? X 伊勢本 ＊室町末期写
大谷大学本節用集 × ? 室町末期
天正十七年本節用集 ○ アンノホカ 天正十七年1589
天正十八年本節用集 × X 天正十八年1590
饅頭屋本節用集 × × 明応年写本1492－1500
玉里本節用集 X × 室町末期写本
正宗文庫本節用集 × X 室町中期一室町最末期以前
早大本節用集 × × 江戸初期一中期まで書写

















尭空本節用集 ○ アンノー ＊永禄八年以後間もなく頃書写1565
図書寮零本 ○ アンノホカ ＊「ラ」以下「ス」まで、室町末書写
村井本節用集 欠 欠 ＊慶長頃1596－1614
慶長九年本節用集 欠 欠 慶長九年1604
両足院本節用集 欠 欠 ＊慶長頃1596－1614
経亮本節用集 × × 永禄八年より後書写1565
新写永禄五年本節用集 ○ アソノホカ 永禄五年1562
易林本節用集 ? × 乾本 慶長二年1597




恵空編新刊節用集大全 ○ アソノホカ 該当無し 延宝八年刊行1680
書言字考節用集 ○ アソノホカ 該当無し 永禄十一年1568
運歩色葉集 天文十七年運歩色葉集 × × 該当無し 天文十七年1548
その外 塵芥 × ? 該当無し 永正七年以後1510清原宣賢自筆
色葉字類抄二巻本 × × 該当無し 自天養比長寛二十余年補綴1144－
P164、正和四年（1315）書写本拠り、永禄八年（1565）写了
色葉字類抄三巻本 ? × 該当無し 自天養比至子治承三十余年補綴1144－1180橘忠兼撰
前田本色葉字類抄 × ? 該当無し 二巻本による写本。書写年代未詳。
黒川本色葉字類抄 × × 該当無し 三巻本から増加した十巻本を天保十三年購入、それに拠り、黒河春村手抄で同年中秋完成1842



































































































































































ことばのはやし ○ ○ X 物集高見 明治21
和漢雅俗いろは辞典 ? ○ X 高橋五郎 明治21～22
日本辞書　言海 × ○ × 大槻文彦 明治21～24
日本大辞典 × ○ 案外に團 山田美妙 明治25～26
増訂二版和漢雅俗いろは辞典 × ○ × 高橋五郎 明治25～26
日本大辞林 ? ○ 案の外に圃 物集高見 明治27










? ? ? 落合直文 明治31～32
国書辞典
?

















作　家 作　　品 年　　代 案　外 案外に 案　外 案外に
動 形 形動 句 動 形 形動 句 動 形 形動 句 動 形 形動 句
石川啄木 悲しき玩具 1912．6 1
二葉亭四迷 其面影 1906．10－122 1 1
平凡， 1907．10－12 1
泉鏡花 婦系図 1908．1一 1
夏目漱石 硝子戸の中 1915．1－2
行人 1912．12－1913．11 3





明暗 1916 2 2 2
?
1910．3－6 1 1 1
我輩は猫である 1905．1－1906．81 1
国木田独歩 竹の木戸 1908 2 1
長塚節 土 1910 1 1








有島武雄 或る女 1919 1 3 2 1
久米正雄 学生時代 1918 1 1
葛西善蔵 悪魔 1912 1
芥川龍之介 河童 1927 1
偏見 1924 1 1
好色 1921 1
長与善郎 青銅の基督 1923 3 1
里見狩 多情佛心 1922 1 1
岩野泡鳴 愚き物 1918 1
発展 1911．12－1912．31 1 1
毒薬を飲む女 1918 2
梶井基次郎 檸檬 1935 1 1






































用　例 1895年 1901年 1909年 1917年1925年 合　計
案の外 0 0 0 0 0 0
案　外 4 8 8 35 30 85










用　例 文　体 1895年 1901年1909年 1917年1925年 合　計
案　外
文　語 3 4 1 0 1 10
口　語 1 4 7 35 29 75
文　語 4 11 4 2 0 21
案外に

































































文の種類 用語形態 形容詞 形容動詞 動　詞 句 小　計
案　外 11 19 6 20 56
地の文
案外に 3 1 1 5 10
案　外 4 1 0 0 5
会話文
案外に 0 0 0 0 0
そして，「案外」「案外に」は雑誌「太陽」での状況は，次の表9で示す。
表9．明治・大正時代雑誌『太陽』に現れた「案外」の直後に来る品詞の状況




句 小計 形 形動
?
句 小計 形 形動 動 句 小計
案　外 1 1 1 3 1 2 2 5 1 1
文語
案外に 3 1 4 4 4 3 11 2 2 4
口語
案　外 1 1 2 1 1 4 2 1 4 7
案外に 1 1 2 2 1 1 4 1 2 1 4
年代 1917 1925
文体
品詞 形 形動 動 句 小計 形 形動 動 句 小計
案　外 0 1 1
文語
案外に 2 2 0
案　外 4 10 2 19 35 12 8 9 29
口語
案外に 2 1 3 2 1 2 5
　明らかに「案外」は会話文より地の文のほうで良く使われる傾向が見られる。一方で，「案外に」
は表4と表8の結果から見れば，地の文しか現れていないので，会話文にあまり使われていない
ことが分った。また，直後の句を修飾する用例が多いため，「案外」の叙述性がかなり高いと考え
られる。それは「案の外」の叙述性が高いと一致している。
　結論として，明治・大正時代の作品における「案外」（「案外に」）の連用修飾の用法を見ていく
と，
　（1）「案外」は会話文より地の文のほうに良く使われる。「案外に」はその逆の傾向が見られる。
　（2）単なる語よりも句全体を修飾する用例が多い。
　（3）「多い」「大きい」「器用だ」「丈夫だ」などの程度に関わる形容詞・形容動詞を修飾する用例
　　が目に付く。
　このように「案外」（アンガイ）は多彩な連用修飾の用法を持つことにより，そのもととなった
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一31一
「案の外」（アンノホカ）を衰退させてしまった要因であると考えられる。
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